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学 校 だ よ り 第18号

～ともに創造する（つくる）～
江東区立南砂中学校

校長 近藤 啓太

学校評価アンケートにつきまして

学校評価（「学校教育法 42条」）のためのアンケート調査の結果をお知らせします。本校では、7
月と 12月の年に 2回、教職員、生徒、保護者の三者によるアンケート結果を分析することで、
教育活動の改善を図っています。今回の調査では、54 ％の保護者からの回答をいただきまし
た。すべての項目と数値につきましては、ホームページに掲載しております。

（１）最も評価の低かった項目：生徒・保護者ともにチャレンジ・ウェンズデーの取組

肯定的評価：生徒 70％（左）、保護者 71.7％（右） ※「わからない」を除いて算出

ただし、中間評価では生徒が 53.2 ％、保護者 70.2 ％でした。夏休み後に生徒は振り返り・
内容の再検討・掲示し「見える化」したことで、意識して取り組む生徒が増えました。

（2）最も評価の高かった項目：生徒は「授業の理解度」、保護者は「各種検定への取組」

肯定的評価：生徒 95.4％（左）、保護者 100％（右）

生徒の評価は、前回より 2，3 年生が上がりました。まずは授業内容を理解すること、復習
をして定着をさせることが基本です。日々の家庭学習も大切にしてください。
各種検定受検の奨励は、本校の特色です。朝学習は、授業における理解定着が目的ですが、

検定も意識して計画をしています。特に国語は、授業前の取組と共に、全校生徒が一斉に受検
できる機会をつくっています。

また、「地域行事などとの関わりの中で、地域の中で生活していると実感していますか」が
中間評価で 63.0 ％（生徒）と低かった項目ですが、73.8 ％まで上がりました。幼稚園や小学
校との連携の機会を新たに設けたことで、全体の意識が高まりました。今後も、主体的に地域
での活動に参加していきますので、機会がありましたらお知らせください。
（3 月 2 日の南砂小学校での『焼きいも会』には、2 年生がボランティア参加する予定です。）
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「チャレンジウェンズデー」が、自分の決めた

目標達成のための取組になっていますか。

とても思う やや思う あまり思わない 全く思わない わからない
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各教科の学習は、分かりますか

とても思う やや思う あまり思わない 全く思わない わからない

１学年

２学年

３学年

1

3

1

10

6

12

4

2

4

1

2

5

6

3

「チャレンジウェンズデー」が、お子様の

目標達成のための取組につながっている。

とても思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない わからない
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本校の各種検定（漢検、数検、英検等）への

取組が、受検の機会を促している。

とても思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない わからない
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（３）区内統一質問「学校は、1人1人を大切にした教育を行っていますか」

肯定的評価：生徒 90.8％（左）、保護者 100％（右） ※「わからない」を除いて算出

「学校の役割」（学校だより２号に掲載しました）を再認識し、みんな輝ける学校づくりに今後も
努めます。

（４）保護者自由意見（紙面の都合上、一部抜粋して紹介いたします）
○ホームページは、日々の学校の様子がよくわかるので安心です。また、生徒たちの成長ぶり
が素晴らしく感動することもたびたびあります。「今日、楽しいことあったよ」と笑顔で帰
ってくる日が増えました。南中に入学させてよかったと親子ともに感じています。【１年生】

○生徒が少ないので、生徒に目が届き丁寧な教育が、わかります。 【２年生】
○放課後生徒に声を掛けて補習をして頂き、本人も家でやるより集中出来るとやる気になって
います。感謝いたします。 【２年生】

○先生達が仲良くてそういう中で娘もリラックスして楽しく過ごせています。 【２年生】
○様々な事に挑戦する機会をありがとうございました。自主性が飛躍的に成長したと感じます。
また、検定試験へのサポートも手厚く高校受験への準備にとても助かりました。【３年生】

○弁当の日等、他の学校では無い行事があり、とても良いと思います。 【３年生】

学校公開（１月１２日）アンケートから

●難しい工程も懸命に取り組んでいて、凄いな！と思い
ました（技術）。もっともっと力強く、頑張って欲しい
ですね（保体）。全学年合同の対戦は、とても興味深か

ったです（百人一首）。我が子も含め、先生のお話中に会話をしてる子がかなりいるので、も
っと厳しく注意して頂けると有り難いです。 【２年生】
●百人一首、最後の会を参観しました。楽しんで札をとっている姿が微笑ましかったです。副
校長先生の詠み、すばらしかった！ 【３年生】

全国学校給食週間（給食の意義や役割について考える）

明治 22年に始まった学校給食は、戦争の影響によって中断されました。
戦後、アジア救済公認団体（LARA）から給食用物資の寄贈を受け、
昭和 22年 1月から学校給食が再開します。
昭和 21 年 12 月 24 日に給食用物資の贈呈式が行われ、この日を学校給

食感謝の日と定めましたが、昭和 25年度から、冬季休業と重ならない
1月 24日から 1月 30日までの 1週間を「学校給食週間」としました。
栄養バランスを考え、一から手作りのおいしい給食に感謝です。

雑記：年末年始にかけて、２人の娘が、溶連菌、アデノウィルス、インフルエンザ A に立て続けに感染
しました。皆様、無理なさいませんよう、栄養と運動と睡眠を大切にしてください。

２月６日（火）朝５時より用務主事さんが集合し雪かきをしてくださいました。ありがとうございます。

（校長）

給食室の風景

学校の役割は何かといえば、

子どもが自分の良さに気づき自己肯定感をもてるようにすること、

集団の中で合意形成をしながらみんなで自己有用感を高めることだろう。

清水 弘美先生（創価大学非常勤講師）
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学校は、１人１人を大切にした教育を

行っていると思いますか。

とても思う やや思う あまり思わない 全く思わない わからない
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学校は、１人１人を大切にした教育を

行っている。

とても思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない わからない


